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さ
て
、
津
市
美
杉
町
は
、
南
北
に

細
長
く
県
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
北
は
名
張
市
と
伊
賀

市
に
、
南
と
東
は
松
阪
市
に
、
西
は

奈
良
県
宇
陀
郡
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。 私

が
消
防
団
員
を
拝
命
し
て
早

や
三
十
六
年
余
、
副
団
長
七
年
、
そ

し
て
団
長
と
し
て
の
九
年
は
、
遠
く

て
長
い
道
の
り
で
す
が
、「
奉
仕
の

精
神
」
で
私
な
り
に
一
生
懸
命
努
め

て
い
ま
す
。 

私
が
、
こ
こ
ま
で
務
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
家
族
の
協
力
な
く
し

て
あ
り
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

 

     

旧
美
杉
村
は
、
昭
和
三
十
年
の
合

併
に
よ
り
七
ケ
村
で
構
成
さ
れ
、
美

杉
村(

消
防
団)

と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
平
成
十
八
年
一
月
に
は
、
さ
ら

に
十
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
津
市

美
杉
消
防
団
と
な
り
ま
し
た
。
美
杉

町
で
は
道
路
が
狭
く
、
山
林
が
町
全

土
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
る
た
め
、
こ
の
地
域
性
に
対
処
で

き
る
車
両
と
し
て
各
分
団
に
４
Ｗ

Ｄ
の
小
型
車
両
が
配
備
さ
れ
て
い

ま
す
。 

美美
杉杉
消消
防防
団団
紹
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消
防
団
は
、
第
一
分
団
五
部(

竹

原
地
区)

・
第
二
分
団
三
部(

八
知
地

区)

・
第
三
分
団
四
部(

太
郎
生
地

区)

・
第
四
分
団
二
部(

伊
勢
地
地

区)

・
第
五
分
団
三
部(

八
幡
地
区)

・

第
六
分
団
三
部(

多
気
地
区)

・
第
七

分
団
三
部(

下
之
川
地
区)

と
女
性
消

防
団
で
構
成
さ
れ
、
団
員
数
は
三
一

二
名
で
日
夜
訓
練
に
励
み
、
地
域
防

災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
和
衷

協
同
・
有
事
即
応
の
体
制
を
堅
持
し 

消
防
団
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

当
消
防
団
も
若
年
層
人
口
の
減

少
で
団
員
確
保
が
難
し
い
現
状
で

あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
消
防

団
の
魅
力
、
重
要
性
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
後
も
使
命
達
成
の
た
め
、
全
団

員
が
一
致
協
力
し
て
、
さ
ら
な
る
精 

 
 
 
 

進
を
重
ね 

て
、
災
害 

に
強
い
地 

 
              

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
か
ら

始
ま
っ
て
、
消
火
栓
の
使
い
方
、
消

防
用
ホ
ー
ス
の
延
長
・
結
合
、
筒
先

の
要
領
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
を
実

施
し
、
ま
た
応
急
手
当
に
つ
い
て
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

域
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

を
目
指
し 

 
  

  
 
 
 
 
 
 

 

て
い
き
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

す
。 

 

訓練風景 

  
   
 

          バケツリレーをする住民 

五
月
七
日(

日)

に
河
芸
町
上
野

の
本
城
山
青
少
年
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
河
芸
町
上
野
自
主
防

災
会(

会
長 

別
所
千
万
男)

が
小

雨
の
降
る
中
、
大
地
震
に
備
え
て
、

百
人
ほ
ど
の
地
域
住
民
が
参
加
し

て
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
終
了
後
、
別
所
会
長
か
ら

「
こ
の
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
地

震
や
火
事
な
ど
、
有
事
の
際
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
十
二
分
に

訓
練
を
重
ね
て
、
備
え
を
万
全
に
し

て
下
さ
い
。」
と
講
評
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

大
地
震
に
備
え
て 

自
主
防
災
会
が
訓
練 

 ホースの取扱訓練実施中 

 

こ
の
ほ
ど
、
白
山
署
の
横
山
泰
三

(

２８)

消
防
士
長
と
南
分
署
の
奥
山

和
司(

３１)

消
防
士
長
が
、
救
急
救

命
士
の
国
家
試
験
に
合
格
し
、
当
消

防
本
部
の
救
急
救
命
士
は
三
十
二

名
と
な
り
ま
し
た
。 

横
山
士
長
は
昨
年
九
月
か
ら
名

古
屋
市
救
急
救
命
士
養
成
所
へ
、
奥

山
士
長
は
昨
年
十
月
か
ら
救
急
救

命
東
京
研
修
所
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
今
年

の
三
月
ま
で
教
養
を
受
け
た
後
、
国

家
試
験
に
合
格
し
た
も
の
で
す
。
今

後
は
、
市
内
の
救
急
病
院
で
百
六
十

時
間
に
わ
た
り
実
習
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 

 

救救
急急急
救
命命奥山士長 命
士
誕
生 

白
山
署
・
南
分
署 

横山士長 

 

河
芸
分
署 


